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１ は じ め に

近年、水稲分げつ期の気温が高く、出穂期が早ま

る年次が多くなっている。出穂期の前進は、登熟期

間中の気温によっては、玄米外観品質の低下を招く

ことが懸念される。平成22年は異常高温年であった。

水稲の出穂期は早まり、秋田県では作況指数は93、

一等米比率は70.1％(12月末）と大幅に低下した。

県内では、登熟期の高温に対しては、かけ流しの励

行、早期落水の防止等の水管理を中心にした対策が

講じられているものの、移植時期を見直すことによ

り、高温登熟の影響を緩和しようという試みは実施

されていない。このため、主力のあきたこまちにつ

いて玄米品質の低下に影響する出穂後20日間の平均

気温、最高気温、最低気温の出現率に基づいて、高

温登熟を避ける好適出穂期と移植時期を推定した。

２ 試 験 方 法

(1)気温データ：用いたアメダスデータ地点は鷹巣

（県北）、秋田（中央）、横手（県南）で、データ

数は1990～2010年の21例である。平年値1981～2010

年である。

(2)高温登熟の指標となる気温：出穂後20日間の平

均気温で日平均気温は27℃、日最高気温は32℃、日

最低気温は23℃とした（寺島ら、2001）。

(3)７月の低温出現率：障害不稔の回避のため、日

最低気温17℃以下の出現率を求めた。

(4)好適出穂期：早限については、1990～2010年の

気温出現率から、少なくとも日平均、日最高、日最

低の各要素のうち２要素の出現率が15％以下となる

日とした。晩限は好適出穂期晩限とし、出穂後40日

間の平均気温22℃以上を確保できる終日とした。

(5)出穂期と刈り取り時期：移植日から出穂期まで

は、あきたこまちの発育予測モデル式（中苗）によ

った。刈り取り時期は、あきたこまちでは出穂後の

日平均気温の積算値950～1050℃であるため、出穂

期翌日からの積算気温で1050℃到達日とした。

３ 試験結果及び考察

(1)出穂後20日間の気温推移

高温登熟の指標となる気温の出現率15％を超える

日は、鷹巣では認められず、７月25日の期間開始か

ら全期間を通じて該当した。秋田では最低気温の出

現率が15％を超えて継続したことから、３要素が15

％以下となったのは８月13日であった。横手は最高

気温の出現率が高いものの、３要素が15％以下とな

ったのは８月７日であった（図１ａ、ｂ、ｃ）。

(2)７月の低温出現率の推移

最低気温17℃以下の出現率は、鷹巣では40％を超

える日が７月10日頃まであり、20％以下となるのは

７月21日以降であった。秋田・横手は７月８日頃か

ら20％以下となる日が継続した。10％以下となった

日は、鷹巣７月25日、秋田７月８日、横手７月14日

であった（図２）。

(3)出穂の晩限

鷹巣８月９日、秋田８月20日、横手８月16日であ

った（図１ｄ）。

(4)好適出穂期

鷹巣は、出穂後20日間の気温の影響は少ないとみ

られるが、７月の最低気温17℃以下の出現率が高く、

障害型不稔の発生を避けることを考慮した。一般に、

出穂期は減数分裂期盛期から概ね10日後とされるた

め、７月の最低気温17℃が10％以下となった７月25

日から10日後を早限とした。秋田は、日平均、日最

高、日最低の要素がいずれも15％以下となったのは

８月13日と遅かったことから、少なくとも各要素の

うち２要素が15％以下となる日とした。その結果、

暦日における好適出穂期間は鷹巣８月４～９日、秋

田８月６～20日、横手８月７～16日とみられた。こ

の出穂期から刈り取り時期までは登熟温度が十分に

確保できると推察された（表１）。

(5)移植日の推定

好適出穂期に基づいて、日平均気温13℃以上を確

保し、出穂期以降の登熟不良が懸念されない移植期

間は、鷹巣５月15～20日、秋田５月20～25日、横手

５月20～25日頃とみられた（表１）。

推定された移植日を県内の水稲移植盛期の平年値

と比較すると、県北は並（平年値５月18日）、中央

は６～11日遅れ（同５月14日）、県南は２日遅れ（同

５月21日）となった（秋田県農林水産部2010年）。

特に、中央では高温登熟を避けるため、移植日を遅

らせる対策が必要とみられた。

４ ま と め

1990～2010年の気温出現率から高温登熟を避ける

移植時期を検討した結果、高温登熟を避ける好適出

穂期間は、鷹巣８月４～９日、秋田８月６～20日、

横手８月７～16日とみられた。この時期に出穂可能

な移植日は鷹巣５月15～20日、秋田５月20～25日、

横手５月20～25日頃と推定された。

推定移植日を水稲移植盛期の平年値と比較する

と、県北は並、中央は６～11日遅れ、県南は２日遅



れで、中央では高温登熟を避けるため、移植日を遅 らせる対策が必要とみられた。

表１ 高温登熟を避ける好適出穂期間による移植日と刈り取り時期

注１）秋田県、平成23年度稲作指導指針 p67、移植日から出穂期までの発育モデルを引用：中苗 DVR=0.000933
×(日平均気温-6.7)。
注２）平年値1981～2010年に基づいて作成。品種あきたこまち。

図１ 出穂後の平均気温出現率と気温推移（1990～2010年）

注） 図中のａ：アメダス鷹巣、ｂ：アメダス秋田、ｃ：アメダス横手、ｄ：各アメダス40日間の平均気温

図２ ７月の日最低気温17℃以下の出現率

（1990～2010年）
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